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京 都 大 学 経 済 学 会規 則(抜 葦)

目的及 び事業

第3条 本会は,経 済学 ・経営学 に関す る研究 ・教育 の振興 と,そ の成果の普及を図 り,

京都 大学大学院経済学研究 科 ・経済学部の発展に寄与す ることを目的 とする,

第4条 本会は。前条のR的 を達成 するため に次の事業を行 う。

1.機 関誌 「経済論叢」を発行する こと。「経済論叢」 は毎 月1回 発行する こと。た

だ し,臨 時特別号 を発行す ることがあ る。

2.「 経済学研究叢書」を発行す ること、

3,学 術研究会を開催す ること、f

4.公 開講演会を開催す ること.

5、 その他本会の目的を達成す るために必 要な事業・

構 成

第5条 本会は,次 の会員を もって組織す る。
1.正 会貝

(一1京 都大学大学院経済学研究科教授,助 教授,講 師,助 手及び経済学部 出身者

しll京 都大学大学院経済学研究科学生及び同研究科 出身者 。

(三1評 議 員会 にてとくに認めた もの.

2.学 生会員 京都大学経済学部学生。

3、 賛助会員 本会の事業 を賛助 する もの。

第6条 前条のほか所定 の会費を納めて 「経済論叢」の配布を受ける個人及び団体 は購読

会員 とす る,、

第7条 特別の場合に限 り,前2条 に定め られた 会員以外の もの にも会員に準ず る取扱い

をす ることがで きる、

第8条 会員には,「経済論叢」 を配布す る、、ただ し、臨時特別号 はこの限 りでない。

会 計

第10条 会員は、次 の会費を納めなければ ならない、I
l.正 会 員 年額10,1)00円2.学 生会員 年額10。O()0円

3,賛 助会員 乍額10,000円 以上4.購 読会員 年額10∫)00円
L
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京都大学大学院経済学研究科学牛

京都大学大学院経済学研究科学生
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会 員 各 位 へi会 費 は下記あて御納 入下 さるようお願 いいた します.

L会 費納入先 京都市左京区古田本町 京都 大学経 済学 部内

京 都 大 学 経 済 学 会

振替口座01090-6-17219番

L会 費年額IO,000円(前 納)

L会 員各位の現住所,氏 名,卒 業年次,就 職先 を学会 まで御通 知下 さい。

※ 会員外の雑誌購 入は有斐 閣へお 申込み下さい。
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